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1.は じめ に

1988(昭 和63)年4月 か ら開 講 され た 「情 報 科 学 」(な らび に1993年 度 か らの 「実 験 自然 科

学(三)」 は、1994(平 成6)年 度 を も って終 了 した。1995年 度 か ら、新 カ リキ ュ ラ ム と して

「コ ン ピュ ー タ入 門(コ ン ピュ ー タを使 って み よ う)」、 「情 報論1(コ ン ピュ ー タの し くみ)」、

「情 報 論ll(プ ロ グ ラ ミング入 門)」 等 へ 引 き継 が れ る こ と にな った。

「コ ン ピ ュー タ入 門」 は、 い わ ゆ る コ ン ピ ュー タ ・リテ ラ シ教 育 の た め に、 コ ン ピ ュー タの

使 い方 の 初歩 を教 え る科 目で あ る1)。 しか しなが ら、 中学 や高 校 の 新学 習指 導 要 領 に よ って 、

コ ン ピ ュー タの指 導 を"一 応"受 け て く る はず の学 生 に対 して、 ど の よ う な教 育 を行 え ば よ い

の か に つ い て の は っ き り した方 向性 は 見 え て は い な い。

そ こで、 今 ま で に 「情 報 科 学 」 を受 講 した学 生 が受 講 前 に、 ど の程 度 コ ン ピュ ー タ を使 用 し

た こ とが あ るか を知 る こ とは今 後 の教 育 の参 考 に な るで あ ろ う。 本 論 文 で は、 「情 報 科 学 」 を

受 講 した学 生 の受 講 以 前 の コ ン ピ ュー タ使 用 経 験 の有 無 や そ の種 類 ・利 用 内 容 にっ いて 調 査 し

た結 果 を報 告 す る。 す で に初 期 の3年 分 に つ い て は報 告 した2)。 こ こで は、 そ の後(1991年 度

以 降)の 分 に焦 点 を 当て る。 た だ し、 一一部 の項 目 に は全 年 度 につ いて ま とめ る こ と にす る。 ア

ンケ ー トの詳 細 につ い て は、 参 考 文 献3)の 付 録1を 見 て頂 く こと に して、 関 係 す る部 分 だ け

を付 録 に再 録 す る。

ア ンケ ー ト回 答 者 数(ほ ぼ、 受 講 学 生 数 と考 え て問 題 は な い)を 表1に 示 す。 そ の ほ とん ど

が1回 生 で あ る ので 、 実 際 に は高 校 まで の使 用 経 験 で あ る。 以 下 の デー タは あ くま で 受 講者 に

対 す る もの な ので 奈 良 大 生 全 体 の 傾 向 とす る に は問 題 が あ る。 なぜ な ら、 ま った く関心 の な い

学 生 は受 講 を しな い と思 わ れ るの で 、 経 験 者 の比 率 は相 対 的 に大 き くな る と考 え られ るた め で

あ る。
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表1ア ンケー ト回答者総数 …()は 内女子 の数

年 度 国文 史学 地理 文化財 文学部 社会 産業社会 社会学部 全学部

1988(S63) 97(37) 115(62) 134(18) 46(22) 392(139) 117(24) 126(6) 243(30) 635(169)

1989(HO1) 87(37) 82(43) 96(10) 45(27) 310(114) 72(13) 81(10) 153(23) 463(137)

1990(HO2) 82(42) 104(54) 86(8) 57(41) 329(146) 71(21) 59(8) 130(29) 459(175)

1991(HO3) 94(52) 104(42) 88(18) 51(29) 337(141) 70(31) 70(12) 140(43) 477(184)

1992(HO4) 102(55) 95(52) 101(15) 62(32) 360(154) 71(22) 100(8) 171(30) 531(184)

1993(HO5) 79(35) 73(27) 98(19) 50(24) 300(105) 101(25) 90(9) 191(34) 491(139)

1994(HO6) 86(45) 74(25) 88(18) 52(22) 300(110) 110(39) 86(11) 196(50) 496(160)

II.使 用 経 験 の 有 無

II.1フ ァミ コ ン ・ワー プ ロ専 用 機 ・パ ソ コ ンの 使 用 経 験

最 初 に、 受 講 生 が 受 講 前 に コ ン ピュ ー タ を使 用 した こ とが あ るか ど うか をみ る。 コ ン ピュ ー

タと して イ メ ー ジ され る フ ァ ミコ ン ・ワ ー プ ロ(ワ ー ド ・プ ロセ ッサ)専 用機 ・パ ソコ ン(パ ー

ソナ ル コ ン ピュ ー タ)の 使 用 経 験 にっ いて 尋 ね た4)。

まず 、 これ らの う ち少 な くと も1っ は使 用 した こ と の あ る学 生 の比 率 を 図1に 示 す 。 学 部 間

に は、 全 く差 が な い と い って よ い。 女 子 の 方 が 、 男 子 よ り も使 用 した経 験 が 少 な いが 、 両 者 と

も当然 なが ら増 加 して い る。 た だ 、 男 女 差 が だ ん だ ん 小 さ くな り、'94年 度 に は ほ と ん ど差 が

な くな って い る こ と は注 目 に値 す る。

しか しなが ら、 百 パ ーセ ン トに はな らず 、90数 パ ー セ ン トで 頭 打 ちの 状 態 で あ る。 百 パ ーセ

ン トに な る た め に は、 学 校 な どで 必 修 と して使 う場 が 必 要 で あ ろ う。 新 指 導 要 領 に よ る学 生

(1997年 度 入学 生)が 入 学 して き た時 点 で、 ど の よ うに変 化 す る か興 味 が あ る。
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図1コ ンピュー タの使 用経 験者の比率

次 に、 使 用 した こ との あ る コ ン ピ ュー タの種 類 に つ いて 集 計 す る。 学 部 差 はあ ま り見 られ な

い ので 、 男 女 別 の 集 計 の み を示 す(図2)。 比 率 の分 母 は フ ァ ミコ ン ・ワ ー プ ロ専 用 機 ・パ ソ

コ ンの 少 な くと も1っ は使 用 した こ との あ る学 生 で あ る。 フ ァ ミコ ン ・パ ソ コ ンは男 子 の使 用

が 、 ワ ー プ ロ専 用機 は女 子 の使 用 が 多 い。 一 般 的 に 感 じ られ る傾 向 と一 致 して い る。
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図2使 用 した コンピュー タの種類(男 女別)の 年変化

H.2ワ ー プ ロ専 用 機 ・パ ソ コ ンと ソ フ トウ ェア と して の ワー プ ロ

こ こで は、 ワ ー プ ロ専 用機 な らび に パ ソ コ ンを取 り上 げ る。 フ ァ ミコ ンの利 用 だ け で は授 業

を行 う上 で の参 考 に はな らな い と考 え られ るの で、 こ この議 論 に は含 め な い こ と にす る。 ワー

プ ロ専 用 機 ま た はパ ソ コ ンの少 な く と も一一方 を使 用 した こ とが あ る学 生 の比 率 の 年 変 化 を学 部

別 お よ び男 女 別 に示 す(図3)。

圖 團

図3使 用経験の有無

図3を 見 る と、 ほ ぼ毎 年70～80%の 学 生 が パ ソ コ ン また は ワー フ.ロ専 用 機 を使 用 した こ とが

あ り、 そ れ ほ ど年 度 に よ る変 化 は認 め られ な い。 新 課 程 に よ る学 生 が入 学 して 来 る1997年 度 ま

で は、 大 きな変 化 は無 いの で は な い か と考 え られ る。 少 な く と も、1995、96年 度 は今 まで 通 り

の傾 向 と考 え て授 業 計 画 を た て る のが 妥 当 で あ る と思 わ れ る。

男 女 差 は ほ とん どみ られ な いが 、 若 干 学 部 差 が 認 め られ る。 予 想 に反 して 、社会学 部 の方 が、

常 に少 な い。 文 学 部 が多 い の は、 以 下 に見 る よ うに ワー プ ロ の使 用 が 多 いた め と考 え られ る。

次 に コ ン ピュ ー タの利 用 方 法 と して 多 い と考 え られ る ワ ー プ ロ につ いて み る。 「コ ン ピ ュ ー

タ入 門 」 の内 容 の一 っ で あ る ので 、 ワ ー プ ロを 使 っ た こ とが あ るか ど うか を知 る こ とは、 授 業

を 行 う上 で は重 要 な こ とで あ る。 図3と 同 じ く年 変 化 を学 部 ・男 女 別 に図4に 示 す(こ れ は19

88年 度 か らの 集 計 で あ る)。
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圖 國

図4ワ ープロ経験者 の比率

図4か ら、 ワー プ ロ専 用 機 ま た はパ ソ コ ンの

経 験 者 の比 率 とは違 って、 明 らか に増 加 傾 向 が

認 め られ る。 これ は、 後 で み る よ うにパ ソコ ン

の 利 用 内 容 が ゲ ー ム主 体 か らワ ー プ ロの 利 用 へ

と移 って き た た め と考 え られ る。 前 に も述 べ た

よ う に、 文 学 部 の学 生 の方 が 利 用 率 が 高 い。 ま

た 、 ワ ー プ ロ のみ に限 る と男 女 差 が は っ き りす

る。 た だ 、 だ ん だ ん そ の差 は小 さ くな る傾 向 に

はあ る。

と こ ろで 、 表1に み られ る よ うに、 文 学 部 の

図5男 子の学部別比率(ワ ー プロ使 用者)

方 が女 子 の 割 合 が 大 き い。 そ の た め、 学 部 間 の差 は 男 女 間 の 差 の 反 映 と思 わ れ るか も しれ な い。

しか しな が ら、 そ うで はな い。 図5に 示 す よ うに、 男 子 学 生 で も文 学 部 と社 会学 部 に 差 が み ら

れ るの で あ る。 男 子 に比 べ て 少 な い が、 女 子 に も差 が認 め られ る(図 は省 略 す る)。

以 上 、 この 節 で は、 パ ソ コ ンな らび に ワー プ ロ専 用 機 の使 用 経 験 の 有 無 に つ い て、 ア ンケ ー

トの集 計 を 行 って きた。 今 の と ころ百 パ ー セ ン トの経 験 で はな く、受 講者 の8割 程 度 にお さま っ

て い る。 しば ら くは まだ 、全 く コ ン ピュ ー タに触 れ た こ との な い学 生 が 入学 して くる こ とに な

る だ ろ う。 ま た、 ワー プ ロ経 験 者 も7割 に は達 して い な い。 「コ ン ピュ ー タ入 門」 は、 そ の よ

うな学 生 に対 して一 度 は触 って み る(使 って み る)、 と い う授 業 形 態 に な らざ るを得 な い')。

皿.パ ソ コ ン の 利 用 内 容

こ の節 で は、 パ ソ コ ンを利 用 した こ とが あ る学 生 が 、 過 去 に ど の よ うな使 い方 を したか にっ

いて み る。 この ア ンケ ー ト項 目(付 録 の[4])は 必 ず し もよ い 設 問 で はな か った。

ゲ ー ム、 ワー プ ロ、 グ ラフ ィ ック ス、 表 計 算 、 デ ー タ ベ ー ス、

パ ソコ ン通 信 、 プ ロ グ ラ ム の作 成(開 発)、 そ の他

等 を項 目 に選 ぶ べ き で あ った と思 う(1995年 度 か ら は変 更 した)。 しか しな が ら、 こ こ で は、

今 回 の 項 目 の範 囲 内 で検 討 す る(し か な い)。 な お、 この章 で は 「ワー プ ロ」 はパ ソ コ ン上 で
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横田:「 情報科学」受講生 の受 講前の コンピュー タ使用経験にっいて(II)
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動 くソ フ トウ ェ アだ けを 意 味 す る(注 釈4)参 照)。

各 年度 の 利 用 項 目の 全 パ ソ コ ン利 用 者 に対 す る比 率 は、 図6の 通 りで あ る。 これ を見 る限 り、

全 体 と して は年 度 に よ る変 化 は認 め られ な い。

以 下 、 さ らに 詳 し く学 部 や男 女 別 に み て い く こ とに す る(表2、3)。 表2、3と もパ ソ コ

ン利 用者 に 対 す る比 率 で あ る。

表2パ ソコ ン利 用内容(学 部 別)

(%) 1991年 度 1992年 度 1993年 度 1994年 度

学 部 文学部 社会学部 文学部 社会学部 文学部 社会学部 文学部 社会学部

ゲ ー ム 85.4 89.5 81.0 96.2 84.9 79.6 89.5 85.5

ワ ー プ ロ 40.9 43.9 39.2 36.7 40.8 38.8 42.0 43.8

プ ログラム作成 8.8 7.0 12.2 7.6 11.2 12.2 10.5 9.4

入 力 の み 35.7 28.1 36.0 35.4 31.8 28.6 32.7 40.6

そ の 他 11.7 8.8 10.1 5.1 6.7 4.1 9.9 8.3

(複数 回答可 のため合計 は100%を 超 える)

表3パ ソコ ン利用 内容(男 女別)

(%) 1991年 度 1992年 度 1993年 度 1994年 度

学 部 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

ゲ ー ム 92.5 66.7 91.6 70.1 87.4 68.3 94.8 72.8

ワ ー プ ロ 40.2 46.3 36.8 41.6 39.7 41.3 38.3 54.5

プ ログ ラム作成 9.8 3.7 12.6 6.5 14.0 3.2 9.8 10.6

入 力 の み 38.5 18.5 40.5 23.4 35.5 14.3 36.8 30.3

そ の 他 7.5 22.2 5.8 15.6 5.1 7.9 9.8 7.6

(複数回答可 のため合計 は100%を 超え る)

「ゲ ー ム」 は男 子 に多 く、 「ワ ー プ ロ」 は女 子 に多 い とい う傾 向 は、 こ こ に も表 れ て い る。

「そ の 他」 につ いて は、 中 身 が は っ き り しな いが、 表 計算 や グ ラ フ ィ ッ クス(お 絵 描 き)、 パ ソ

コ ン通 信 な ど で あ ろ う。

「プ ログ ラム作 成 」 や 「入 力 の み」 も男 子 が 多 い が、 だん だん 男 女 差 が な くな って き た。 こ

れ は、 高 校 で の影 響 と考 え られ る。 「プ ロ グ ラ ム作 成」 が少 な い とい う こ とは、 アプ リケ ー シ ョ
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横 田:「情報科学 」受講生 の受講前 の コンピュータ使用経験 にっ いて(皿)

ンを利用することが、パソコン利用の主流になっているものと思われる。新学習指導要領によ

る教育によって、どのように変化するのかは今の所不明である。

「入力のみ」が3割 ほどいることには、いささか驚いた。雑誌に掲載されているゲーム等の

プログラムを入力 しているのであろうか?入 力 している内容については不明であるが、興味

深い。

IV.コ ン ピ ュ ー タ の 所 有

この 節 で は、 使 用 した コ ンピ ュー タが、 誰 の所 有 で あ るか につ いて み る。 これ に よ って 、 家

庭 や学 校 等 へ の 普 及 にっ いて 知 る こ とが で き、 今 後 の 使 用 経 験 の変 化 を み る参 考 に な る と思 わ

れ る。

これ は、 学 部 間 の差 よ り、 男女 間 の差 の方 が大 きい の で 、 そ ち らを み る こ とに す る(図7)。

1989年 度 の 分 か らの 変 化 を 見 る こ とに す る。

一 見 して 男 女 と も
、 年度 変 化 は そ れ ほ ど大 き くは な い こ とが 分 か る。

ワー プ ロ専 用 機 は、 「家 族 所 有(共 有)」 が最 も多 く、 男 女 差 は見 られ な い。 これ は、 機 器 の

特 長 を 良 く表 わ して い る もの と思 わ れ る。

そ れ に対 して 、 フ ァ ミコ ン とパ ソ コ ンにつ い て は、 大 き な 差 が 認 め られ る。 い ず れ と も、

「自分 専 用 」 の割 合 が男 子 の 場 合 に大 き い。 特 に、 フ ァ ミコ ンに関 して は6割 以 上 が 「自 分 専

用 」 の フ ァ ミコ ンを 使 用 して お り、 さ らに増 加 して い る。 また 、 パ ソ コ ンの3割 前 後 が 「自分

専 用 」 の パ ソ コ ンを 使 用 して い る の が 目 につ く。 そ れ に対 して 、 女 子 は 「自分 専 用 」 のパ ソコ

ンを ほ とん ど も って お らず、 「家 族 所 有 」 や 「そ の 他(学 校 と思 われ る)」 が多 くを 占め る。 フ ァ

ミコ ンの場 合 は、 親 よ りは男 の兄 弟 の所 有 で は な い か と思 わ れ るが 、確 証 は な い。

一 般 に
、 女 子 の場 合 は、 自分 で購 入 す る よ りは、 家 族 所 有 の もの 等 を利 用 す る と い うのが 多

い こ とか ら、 まわ り(家 族 や学 校 等)に ど れ だ け あ る か に か か って い る。 男 子 の場 合 は、 友 人

が も って い る とい うの が大 きい。 新 学 習 指 導 要 領 に よ って、 学 校 に はパ ソ コ ンが あ る と い う状

況 に は な って きて い るの で、 程 度 の差 は あれ"使 用 した こ とは あ る"と い う学 生 が 増 え て 来 る

の は 当然 で あ ろ う。(と は言 って も、 そ の 「程 度 の 差」 が 実 際 の 教 育 の上 で は 大 きな 問 題 な の

だが 。)

V.お わ りに

以上、「情報科学」受講生が受講前にどれくらいコンピュータを使用して きたかについての

アンケー トの集計結果にっいて検討 してきた。同 じ文科系学部 ということか多 くの場合、あま

り学部 ・学科間の差はみられない。む しろ男女間の差の方が顕著である。社会学部の方がコン

ピュータが必要 という感 じがするのであるが、学生にとってはそれよりは受験勉強に忙 しいの

か、それともたまたま社会学部に入学 したということなのであろうか?意 識(例 えば、受講理

由)に 違いはあっても、使用経験に関 しては学部間の差はないようである。
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総 合 研 究 所 所 報

これまでのことを参考に、若干 「情報関連科目」について考えてみたい。

本来 「情報関連科目」は、積み重ねが必要である。今のところ 「コンピュータ入門」は全 く

の初心者に対 して授業を行い、パソコンまたはワープロの使用経験者は 「情報論1、II」 を受

講するという形で対応するのがベターだと思われる。 はっきり言 って 「コンピュータ入門」に

おいて経験者が混ざると極めて授業は行 いにくい。

学生の使用経験が異なる中で画一的な授業を行 うことには困難が付きまとう。 さらに、教養

科 目での 「情報関連科目」担当者が2名 という状況を変えない限り、解決は難 しいだろう。2

人で1年 生全体を見るのは物理的に不可能である。

系統的に 「情報関連科 目」のカ リキュラムが きちんと組まれているのであれば問題はないの

であるが、セメスタという時間の中では十分な時間をとることができない。カ リキュラム等の

検討はこれからの課題であるが、現状では難 しいものがある。1997年度以降の学生の状況に依っ

ては、さらに根本的に変更 しなければならない可能性がある。それらは今後の検討課題である。

謝 辞

本稿のデータには、湊助教授(現 教授)担 当のクラスの学生 も含めてあります。 このクラス

の分を実施 して頂いた湊助教授に感謝致 します。 さらに、統計処理システムで処理するための

データ入力に協力 して くれた学生達に感謝致 します(人 数が多いので氏名は省略します)。

集計には、情報処理セ ンターのCONVEXC-4320上 の統計処理 システムSPSSを 使用 しま

した。本集計に際 して、平成7年 度総合研究所プロジェクト研究 「地球 ・人間環境(問 題)に

関する総合的研究」(代 表:中 川寿夫教授)の 補助(支 払報酬等)を 受けました。

注 と 参 考 文 献

1)「 コ ン ピュ ー タ入 門 」 につ いて は、1995年 度 版 の 講 義 要 項 を 参 照 して下 さ い。 ただ 、 今 年 度 につ いて

は、 講 義 要 項 作 成 時 に使 用 す るパ ソ コ ンな らび に ソ フ トウ ェ アが なか っ た ので 、 きわ あ て 不 十 分 な も

の で あ る。 な お、 ク ラ リス ワ ー ク ス は、 ワー プ ロ、 表 計 算 、 デ ー タ ベ ー ス、 グ ラ フ ィ ック ス(ド ロー)

を 処 理 す る こ とが で き る統 合 型 ソ フ トウ ェア で あ る。 テ キ ス トは(間 に合 わ なか った の で未 定 に な っ

て い る)、 並 木 陽 一 郎:"一 週 間 で マ ス ター す る ク ラ リス ワー ク ス1.OFORWINDOWS"、 毎 日 コ ミュ

ニ ケ ー シ ョ ンズ、1995年 で あ る。

2)横 田:"「 情 報 科 学 」 受 講生 の受 講 前 の コ ン ピュ ー タ使 用 経 験 に っ い て"、 奈 良 大学 紀 要 第19号 、pp.

29-38、1991年3月 。

3)横 田:"「 情報 科 学」 受講 生 の意 識 にっ い て"、 奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ン タ ー年 報No.3、pp.19-34、

1992年12月 。

ア ンケ ー トの そ の他 の項 目、 す なわ ち、 コ ン ピュ ー タ に対 す る イ メ ー ジや 「情 報 科 学 」 の 受 講 理 由 等

の意 識 に関 す る項 目 にっ い て は別 に報 告 す る予 定 で あ る。

4)本 論 文 で は、 「書 院」 や 「オ ア シ ス」 の よ うな 文 書 処 理(い わ ゆ る、 ワ ー ドプ ロ セ ッサ)搭 載 の 機 器

(ハ ー ドウ ェ ア)を 『ワ ー プ ロ専 用 機 』 と呼 び、 「一 太 郎 」 ・ 「ク ラ リス」 等 や 「ワ ー プ ロ専 用 機 搭 載

ソ フ トウ ェ ア」 を 「ワ ー プ ロ」 と呼 ぶ こ とに す る。 従 って 、 「ワ ー プ ロ」 と い う場 合 は、 パ ソ コ ンか

専 用 機 か の区 別 は しな い(皿.を 除 く)。

な お 、 名 前 を出 した機 種 や ソ フ トウ ェ アに 特 に意 味 は あ り ませ ん 。

一10一



横田:「 情報科学」受講生の受講前 のコ ンピュータ使用経験 につ いて(ll)

付 録=ア ンケ ー ト項 目(文 献3)の 付 録1か ら一 部 抜 粋)

[0]あ な た の 学 部 学 科 は?

1.国 文 、2.史 学 、3.地 理 、4.文 化 財 、5.社 会 、6.産 業 社 会

あ な た の 性 別 は?

1.男2.女

あ な た の 学 年 は?

1.1年 次 生 、2.2年 次 生 、3.3年 次 生 、4.4年 次 生 以 上

[3]今 まで に、 コ ン ピュ ー タ(パ ソコ ン ・ワ ー プ ロ ・フ ァ ミコ ン等)を 使 用 した こ とが あ り

ます か?あ る…1、 な い…2

(1)使 用 した こ とが な い場 合 、 家 に あ ります か?

家 に あ る(家 族 は使 用 して い る)…1、 家 に な い…2

・1の と き、 も しよ けれ ば 、 あ な たが 使 用 しな い理 由 を書 いて下 さい。

(理 由:)

.(2)使 用 した こ とが あ る ・現 在 使 用 して い る。

この場 合 、 次 の 何 を 使 用 しま したか?ま た、 それ は誰 の 所 有 で す か?

す べ て を記 して 下 さ い。 該 当 な しは空 白 の ま ま。

(a)フ ァ ミコ ン ・ス ーパ ー フ ァ ミコ ン

(b)ワ ー プ ロ(ワ ー ド ・プ ロセ ッサ)専 用 機

(c)パ ソ コ ン(パ ー ソ ナル コ ン ピュ ー タ)

所 有 に つ い て の選 択 肢

1.自 分 の もの(専 用)2.家 族 の もの

3.友 人 の もの(親 戚 を含 む)4.そ の他(学 校 ・講 習会 等)

[4]こ こは、 パ ソ コ ンを使 用 した こ とが あ る人([3]で(2)(c)を チ ェ ッ ク した 人)の み 答

え て下 さい。 該 当 しな い人 は[5]へ 進 ん で下 さい。

パ ソ コ ンを ど の よ うに使 用 しま した か ・現 在 して い ます か?す べ て、 記 して下 さ い。

ま た、 所 有 に つ い て は[3]に 準 じて記 して下 さい。 該 当 な しは空 白 の ま ま。

(a)パ ソ コ ンで の ゲ ー ム

(b)パ ソ コ ンで の ワー プ ロ

(c)プ ロ グ ラの作 成 、 ま た は修 正

そ の言 語 は?()

(d>プ ロ グ ラ ムや デ ー タの入 力 の み(例 え ば、 マ イ コ ン関 係 の雑 誌 に掲 載 のゲ ー ムの プ

ロ グ ラム の入 力 な ど)

(e)そ の他(具 体 的 に:)

例:友 人 のパ ソ コ ンで ゲ ー ム を した→(a)の 欄 に3と 記 入
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